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放物線σ:ν豊
"2と
,それと共有点をもたない直線′:ν=α″+bを 考える6直 線′上

の点Pか ら放物線cに 相異なる2本の接線を引き,その接点をそれぞれQ,Rと する:こ
のとき,次の問ぃに答えなさい。

(1)点Q,Rの 座標をそれぞれ(α,α
2),(β
,β
2)と
ぉく。点Pの 力座標をo,βで表わせ。

(2)直線QRは 点Pを イ上どのようにとつても,定点を通ることを証明せよ:
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